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伝統芸術こども日本舞踊教室発表会

文化庁地域文化振興施策事業 

伝統芸術こども日本舞踊教室発表会 後援：門前自治会

平成２２年１２月１８日(日)午後２時半より東久留米市立生涯学

習ｾﾝﾀｰにて開催されました。本発表会は、「文化庁地域文化振興

施策事業です。本事業の趣旨に基づき、日本舞踊 創舞流家元 創舞

寿栄吉監修、二代目 創舞吉之城、及び、創舞寿勘が、講師となっ

て、伝統芸術である、日本舞踊を、地域のこども達に体験・習得

させ、次世代への継承を確実なものとし発展させる目的で、実施

されました」。実行委員長（門前自治会会長：野島貞夫）とし

て、後援の切っ掛けは、未来の子供達に、日本の伝統芸術を継承

して、地域の活性化(連帯と絆を深めて)、子供達の健全育成と日

本伝統芸術を習得し、日本国民の誇りと、国際親善交流を図れ

る、人材の育成を推進したいと、考えたからです。その理念に下

づいて、地域の小・中学校及び大学附属初等部へ訪問し、校長、

及び責任者とお会いし、目的と理念を説明し、協力を頂きまし

た。

☆具体的な内容として、全体１４回の稽古で、日本舞踊の基本動

作、姿勢、礼儀作法、表現方法等を学び、楽しさを勉強しなが

ら、比較的短い曲の舞踊を、実際の舞台で披露することを体験致

します。

今回の発表会の内容として、

１．日本舞踊について(1)日本舞

踊の元は歌舞伎から来ている。

歌舞伎は１人の人生（子供の頃

から老人になり亡くなるまで）

を描くのに三日夜通しで描い

た。その一幕が日本舞踊であ

る。(2)日本舞踊は、昔は一般大

衆に教えていた芸事であった

が、明治以降お金を取るように

なった。そこで創舞流は、金を

あまり掛けずに、伝統芸能を再

び一般大衆に広め、さらに、多

くの子供たちに継承していきた

いと考えています。(3)日本舞踊

の曲には長唄、端唄、小唄など

がある。長唄は２０分〜３０

分、端唄、小唄は３〜５分の曲

である。端唄、小唄が誕生した

のは、天保の改革により様々な

事を統制したことに由来する。

天保１２（１８４１）年、三座

（中村座、市川座、歌舞伎座）

を統制（芸事を禁止）した。ま

た、『地方（じかた）さん』

（三味線奏者）の教室を規制。

この規制は実質１０年〜１２年

続く。この統制が解かれたの

ち、２０分の長い時間の舞踊を

やるのが大変なため、時間の短

い端唄、小唄がうまれた。(4)日

本舞踊（振り付け）の成り立ち

は、音楽から振り付けをせず、

歌を題材として振り付けをす

る。その後、『地方さん』がつ

いて成り立つ。拍子（動き）が

おどりである。「振り」とは、

体を大きく動かす。歌詞の中の

物語を表すのがおどり。

２．舞台装置など本番の舞台を

使っての説明。ライトの種類に

は、ステージサイドスポット、

ピンスポット、フロントがあ

る。ステージサイドスポット

は、ステージの横から当てるラ

イトで、鼻の影を無くす効果が

ある。ピンスポットは、舞台の

中央うしろから登場人物に当

て、レンズの種類により光の境

界線（輪郭）をはっきりさせた

り、ぼかしたりする効果を行

う。フロントは、このライトを

目安に演舞の内容に合った方向

を決める。これらのライトが、

有効に使われている範囲をアク

ティングエリアと呼ぶ。アク

ティングエリアとは、きれいに

ライトがあたり、一番影が写ら

ない位置のことである。

３．課題曲の発表として、『黒

田節』『初春』『流転』『エレ

キさくら桜』が、披露されまし

た。（約１８名）

受講生の演舞：課題舞踊『黒田

節』

受講生の演舞：課題舞踊『初

春』 受講生の演舞：課題舞踊『初

春』

受講生の演舞：課題舞踊『さく

ら桜』

４．講師陣の踊りとして、『若

水』『お吉』『石橋』等が演舞

されました。

『若水』講師：創舞寿勘

『石橋』講師：創舞流２代目創

舞吉之城

演舞者J-COM録画放送のため感

想取材の様子

終了後、社会貢献の一環とし

て、創舞流一門による日本舞踊

が披露され、来客者の多くの方

が、鑑賞したしました。ここ

で、創舞流家元 創舞寿栄吉氏の

プロフィールを紹介。【昭和４

３年 師匠（花柳徳兵衛）逝去の

為、花柳伊千兵衛先生の下で修

行を重ね、昭和４９年に創舞流

を創流。その後、美意識と伝統

芸能に対する哲学で支えられた

創作活動では、国内外で高い評

価を受け。平成８年に成城国際

舞踊団(日本伝統芸術交流会)を

創立。又、外務省推選等の海外

公演を３０カ国・百回以上実

施。】今後共、創舞流の活動の

様子を、ネットで『創舞流』・

『検索』。尚、稽古の様子を、

見学に来て下さい（携帯090‐

1506‐0630）。（資料として、

発表会東久留米市の様子を写真

にて掲載させて頂きます。本資

料は、創舞流監修の下、作成致

しました）

最後に、実行委員長として、昨

年度も、地元で、本事業を開催

し、生徒さんが海外公演に参加

し、北京公演〔平成21年度11月

26日より29日中国北京国際文化

創意産業博覧会（北京国際会議

センター）、延べ100万人弱の

来訪者〕にて、生徒・指導者の

舞踊（創舞流）が最高栄誉賞を

受賞しましたことを報告させて

いただきます。又、創舞流の踊

りは、ダイナミックで観劇する

事が出来ます。平成２３年度も

海外公演が予定されています。

尚、発表会の概要が、平成23年

１月初旬、ケーブルTV：J-

COM（アナログ２、デジタル１

１『ぐーたま』毎日３回月~日

PM１,5:30,９,他は異なる時間の

み表示・水（１２/30）,土・日

(11,PM11)）にて放送予定で

す。ケーブルTV：J-COMにて放

送予定です。

実行委員長 野島貞夫

（門前自治会会長、

(社)東村山法人会理事・

東久留米第2支部長）

『初春』 『初春』
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